
























































































図 1 ヨーク詩篇（1170年頃） 図 2 図 1の右下部
図 3 サンティアゴ・デ・コンポ
ステラ（1188年頃）














































図 10 ベランジュ（1614年頃） 図 11 図 10の細部
図 12 ラ・トゥール
（1626-1638年）
























































図 16 製作者不明（1730年頃） 図 17 図 16の細部（ボディの縁）
図 18 図 16の細部（キー・ボックス） 図 19 図 16の細部（ヘッド）

















出版，1977年，112頁（原著：Winternitz, Emanuel, Musical instruments of
the Western world History of musical instruments, Thames & Hudson,
1966）。




⑷ Abbot Odo de Cluny（c.879-942）,“Quomodo organistrum construatur,”in
Scriptores ecclesiastici de musica sacra potissimum I, ed. Martin Gerbert,




16頁（原著：Sachs, Curt, The History of Musical Instruments, New York :








⑻ 北方の画家としてはボス（Hieronymus Bosch, c.1450-1516）やブリューゲル
（Pieter Bruegel, c.1525-1569）が挙げられる。ロレーヌ公国の画家としては，
ベランジュ（Jacques Bellange, c.1575-1616）や，カロ（Jacques Callot, 1592-
1635），ラ・トゥール（Georges de La Tour, 1593-1652）らが挙げられる。
⑼ Mersenne, Marin, Harmonie universelle II  : contenant la théorie et la pra-




⑾ Palmer, Susann, The Hurdy-Gurdy, 1st Edition, Newton Abbot ; North





⒁ Terrasson, op. cit., pp.105-106.





































25 Palmer, op. cit., p.145.
図版リスト
図 1 『ヨーク詩篇』（MS Hunter 229）f. 21 v，1170年頃，大英図書館。
図 2 同上（細部）。
図 3 石工マテオ《黙示録の 24人の長老》（一部），1188年頃着工，サンティアゴ・
デ・コンポステラ「栄光の門」。
図 4 同上（細部）。
図 5 『ラトレル詩篇』（Add MS 42310）f. 176 r（細部），1325-1340年，大英図書
館。



























『スフォルツァの時禱書』（Add MS 34294）f. 32 r，1490年頃，大英図書館。
『ヨーク詩篇』（MS Hunter 229）f. 21 v，1170年頃，大英図書館。
・彫刻
石工マテオ《黙示録の 24人の長老》1188年頃着工，サンティアゴ・デ・コンポステ
ラ大聖堂「栄光の門」。
作者不詳，13世紀，ブルゴス大聖堂。
・絵画
ウィレム・ファン・ミーレス《宿で眠るヴィエル奏者》1690年，フランス国立図書
館。
ジャック・ベランジュ《乞食の喧嘩》1614年頃，アシュモレアン博物館。
ジャック・カロ《ごろつきの大将》1622-70年，ヴィクトリア・アンド・アルバート
美術館。
──，《佝僂病のヴィエル奏者》1592-1635年，フランス国立図書館。
ジョルジュ・ド・ラ・トゥール《犬を連れたヴィエル弾き》1625年頃，ベルク市立
６４ ハーディ・ガーディにおける楽器装飾技法の変遷
美術館。
──，《帽子のあるヴィエル弾き》1626-38年，ナント美術館。
──，《リボンとハーディ・ガーディ弾き》1626-38年，プラド美術館。
──，《辻音楽師の喧嘩》1630-35年，トゥールーズ＝ロートレック美術館。
──，《肩掛け鞄のあるヴィエル弾き》1639年以降，シャルル・フリリ美術館。
ニコラス・マース《ヴィエル奏者》1655-58年，ドルトムント博物館。
ピーテル・ブリューゲル《反逆天使の墜落》1562年，ベルギー王立美術館。
──，《盲人の寓話》1568年，カポディモンテ国立美術館。
ヒエロニムス・ボス《聖アントニウスの誘惑の手》1485-1500年，リスボン国立古美
術館。
──，《乞食と身体障がい者》15世紀頃（https : //www.hieronymusbosch.org/Beg-
gars-And-Cripples.html，最終閲覧日：2019年 7月 17日）。
・楽器（ハーディ・ガーディ）
エンゲルハルト，D.E.Cl.3485，1742年，フィルハーモニー・ド・パリ。
ジャン・ニコラ・ランベール，E.979.2.54，1742年，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，D.AD.34673，1768年，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，E.523，18世紀中頃，フィルハーモニー・ド・パリ。
ジャン・ルーヴェ，E.1412，1733年，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，E.49，1750年，フィルハーモニー・ド・パリ。
ジャン・ルーヴェ，ジョルジュ・ルーヴェ，ピエール・ルーヴェ，E.1433.1，1728
年，フィルハーモニー・ド・パリ。
ジョルジュ・ルーヴェ，E.1898，1738年，フィルハーモニー・ド・パリ。
ピエール・ルーヴェ，E.522，1740年，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，E.48，1747年，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，364-1864，1750年，ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館。
──，E.0628，1758年，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，E.1638，1763年，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，D.AD.23465，18世紀，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，E.0627，18世紀，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，D.AD.23463，18世紀，フィルハーモニー・ド・パリ。
──，E.2056，18世紀後半，フィルハーモニー・ド・パリ。
ファーケイン，577-1872，1742年，ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館。
フランソワ・フリ，E.0626，1795年，フィルハーモニー・ド・パリ。
フランソワ・ル・ジューン，55.112，1760-1780年，メトロポリタン美術館。
製作者不明，220-1866，1640年頃，ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館。
製作者不明，E.47，1730年頃，フィルハーモニー・ド・パリ。
６５ハーディ・ガーディにおける楽器装飾技法の変遷
製作者不明，95-1870，1770-1785年，ヴィクトリア・アンド・アルバート美術館。
製作者不明，89.4.1055，1794年，メトロポリタン美術館。
製作者不明，E.524，18世紀，フィルハーモニー・ド・パリ。
製作者不明，D.AD.40385，18世紀，フィルハーモニー・ド・パリ。
製作者不明，D.AD.32049，18世紀，フィルハーモニー・ド・パリ。
製作者不明，E.2055，18世紀，フィルハーモニー・ド・パリ。
製作者不明，18世紀，ピエール・ド・ブレス城内。
製作者不明，D.E.Cl.14110，18世紀，フィルハーモニー・ド・パリ。
製作者不明，89.4.1059，18世紀後半，メトロポリタン美術館。
製作者不明，89.4.1058，19世紀，メトロポリタン美術館。
──大学院文学研究科博士課程後期課程──
６６ ハーディ・ガーディにおける楽器装飾技法の変遷
